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論文内容の要旨
近年、いつでも、どこでも、あらゆるものが通信可能なユピキタス通信の実現を目指して、第 3 世代移動通信 (3G
モバイノレ)技術や無線 LAN 技術を活用したモパイルマルチメディアサービスの展開が期待されている。本サービス




具体的には、 1 )各メディアの QoS 条件(転送遅延、パケット廃棄率)を満足した上でパケット多重度の向上をねら
うマルチクラス QoS 制御技術、 2) 移動時のパケット転送遅延や網リソースの冗長な消費を抑制する経路最適化技術、
3) アクセス網における上記の QoS クラス制御や経路選択制御技術について論じた。
本論文は、 6 章より構成され、その内容は以下の通りである。まず、第 1 章序論では、様々なアクセス手段を自由
に選択可能なモバイルマルチメディア網の概要と本研究の目的である QoS 制御の重要性を述べた。第 2 章においては、




第 3 章においては、 3G モパイル網のみならず、無線 LAN を含めたさらに広範囲のモビリティサービスを実現すべ
く、モパイル IP 技術を用いた異種アクセス網間のシームレスな移動を実現する統合サービス網アーキテクチャを提
案した。しかしながら、従来モパイル IP 技術には、一般的にパケット転送経路長が増大するとしづ問題があり、解








第 5 章においては、無線 LAN や FTTH を活用した IPv6 時代に向けた高速広帯域モパイルアクセス網の構成方式
を提案した。提案方式では、 ExtensibleAuthentication Protocol (EAP) を用いたアクセス認証時に、複数のサービ








QoS 制御方式を提案すると共に、 QoS クラスの規定方法と統計多重化効果の関係を定量的に分析し、マルチメディ
アパケット網の設計、運用上非常に重要な指針を示している。
(2)無線/有線といったアクセス種別を問わないユニバーサルなモピリティサービスを実現するモパイル IP 技術におい
て、従来技術におけるパケット転送経路長の増大問題を解決する新たな経路最適化方式を提案し、経路長やノード
の処理負荷削減効果の評価結果を示すことでその有効性を明らかにしている。
(3)モパイル IP の拡張技術として今後の展開が期待されているネットワークモビリティ技術において課題となる新た
な経路長の増大問題を解決する経路最適化方式についても提案を行っており、効果を定量的に示すことでその有効
性を明確にしている。
(4)マルチクラス QoS 制御や接続先ネットワークのダイナミックな選択を可能とするモパイル広帯域アクセスネット
ワークアーキテクチャを考案し、試作システムによりその実現性を示している。本方式は、従来技術に比べ経済性
と接続の高速性の点で優れており、今後の新しいアクセスネットワーク構成技術として大いに期待できるものであ
る。
以上のように、本論文は今後のユピキタス時代を支えるモパイルマルチメディア網において重要なサービス品質制
御技術に関して多くの有用な研究硬果をあげており、マルチメディア工学に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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